
同
期
会
だ
よ
り 

 

田
川
東
三
六
会
in
び
わ
湖

　

私
た
ち
の
同
期
会
は
過
去
五
回
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
大
津
・
び
わ

湖
に
旅
を
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
九
州

十
四
名
、
関
西
五
名
、
中
部
二
名
、
関

東
六
名
の
計
二
十
七
名
で
し
た
。
大
ま

か
な
行
程
は
次
の
通
り
で
す
。

　

平
成
十
九
年
十
一
月
十
八
日
（
日
）
、

そ
れ
ぞ
れ
各
地
を
出
立
し
、
午
後
五
時

過
ぎ
大
津
市
の
「
ホ
テ
ル
ピ
ア
ザ
び
わ

湖
」
に
集
合
、
午
後
六
時
半
か
ら
懇
親

会
を
始
め
ま
し
た
。
十
八
歳
の
一
別
以

来
四
十
七
年
間
、
一
度
も
お
会
い
し
な

か
っ
た
方
も
多
く
、
記
憶
の
糸
を
手
繰

り
な
が
ら
の
会
話
、
徐
々
に
昔
日
の
面

影
が
甦
り
、
「
マ
ァ
ー
久
し
ぶ
り
、
元

気
に
し
と
っ
た
！
」
驚
き
と
も
悲
鳴
と

も
つ
か
ぬ
声
が
あ
ち
こ
ち
で
上
が
り
ま

し
た
。
お
互
い
の
近
況
を
報
告
し
合
い

な
が
ら
、
飲
み
・
食
べ
・
歌
い
、
最
後

は
「
校
歌
」
を
す
っ
飛
ば
し
て
「
び
わ

湖
周
航
の
歌
」
の
大
合
唱
、
そ
し
て

「
炭
坑
節
」
を
心
ゆ
く
ま
で
踊
り
、
初

日
の
宴
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

翌
十
九
日
（
月
）
は
、
ホ
テ
ル
の
眼

前
に
広
が
る
び
わ
湖
の
朝
を
満
喫
し
、

午
前
九
時
に
ホ
テ
ル
の
バ
ス
で
出
立
、

ま
ず
坂
本
の
「
日
吉
大
社
」
を
参
詣
し

ま
し
た
。
今
を
盛
り
と
境
内
を
彩
る
紅

葉
の
中
を
散
策
し
、
国
宝
や
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
建
物
群
を
拝
見
し
ま

し
た
。
「
日
吉
大
社
」
は
比
叡
山
延
暦

寺
の
鎮
守
社
と
お
聞
き
し
、
織
田
信
長

の
比
叡
山
焼
き
討
ち
な
ど
が
思
い
浮
か

び
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
日
吉
大
社
」
の
参
道
に
は
、

前
夜
、
永
幡
昶
惠
さ
ん
か
ら
、
必
ず
見

る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
た
「
穴
太
衆
積
み
」

と
い
わ
れ
る
自
然
石
を
巧
み
に
積
み
上

げ
た
石
塀
が
随
所
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
石
塀
は
、
坂
本
の
大
字
「
穴
太
」

に
居
住
し
た
「
穴
太
衆
」
と
呼
ば
れ
た

人
々
の
技
術
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
の

石
塀
の
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
戦
国
時

代
の
人
々
の
息
吹
を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
電
車
で
浜
大
津
へ
。

「
ミ
シ
ガ
ン
ク
ル
ー
ズ
（
び
わ
湖
南
湖

周
航
）
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
船
上
デ

ッ
キ
か
ら
「
浮
師
堂
」
・
「
び
わ
湖
大

橋
」
・
「
び
わ
湖
花
噴
水
」
な
ど
を
眺

め
、
遠
く
比
叡
山
を
望
み
、
船
べ
り
を

飛
び
交
う
カ
モ
メ
に
旅
情
の
深
ま
り
を

感
じ
ま
し
た
。

　

船
内
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
多
彩
な
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
、
私
た
ち
一
行

は
齢
六
十
五
の
同
窓
旅
行
と
知
ら
れ
、

司
会
の
方
や
乗
船
の
皆
様
か
ら
特
別
な

も
て
な
し
を
頂
き
ま
し
た
。
皆
、
童
心

に
返
り
大
い
に
は
し
ゃ
ぎ
、
普
段
は
味

わ
え
な
い
ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
な
時
間
で
し
た
。

　

下
船
後
、
京
都
駅
に
向
か
い
、
午
後

三
時
ホ
ー
ム
に
て
、
次
回
の
卒
後
五
十

周
年
同
期
会
で
の
再
会
を
約
束
し
解
散
、

そ
れ
ぞ
れ
の
帰
路
に
就
き
ま
し
た
。

　

永
野
基
昭
さ
ん
が
言
っ
た

㈰
健
康
管
理
に
努
め
る
。

㈪
旅
費
を
少
し
ず
つ
貯
め
る
。

㈫
日
頃
か
ら
家
族
と
仲
良
く
し
、

　

快
く
出
し
て
も
ら
え
る
環
境
を
作
る
。

こ
の
三
つ
の
努
力
を
し
、
次
回
も
元
気

に
参
加
で
き
る
よ
う
、
私
自
身
を
含
め
、

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
十
八
日
早
朝
出
立
組
は
、
定

期
観
光
バ
ス
で
京
都
観
光
、
金
閣
寺
、

清
水
寺
、
高
台
寺
、
二
年
坂
、
三
年
坂

の
コ
ー
ス
を
巡
り
ま
し
た
。
京
都
で
の

面
白
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
す
が
、

泣
く
泣
く
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
こ
の
旅
行
の
す
べ
て
で

細
や
か
な
心
遣
い
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

市
吉
（
宇
佐
見
）
淳
子
さ
ん
に
感
謝
を

申
し
述
べ
、
我
が
同
期
会
の
報
告
を
終

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

    

　
　
　
　

香
月
（
加
来
）
保
子

　
　
　
　
　
　
　

（
昭
和
三
六
年
卒
）
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